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 要 旨   

目的：以前からのエビデンスで，ケタミンは断酒を持続させるために有効な治療法である可能性

が示唆されている。著者らは、アルコール使用障害患者の断酒を促進する上で、プラセボと比較

したケタミンの安全性と有効性を調査した。さらに、ケタミンとマインドフルネスに基づく再発

防止療法を併用した場合の有効性を、ケタミンとアルコール教育を併用した場合をコントロール

群として検討した。 

方法：二重盲検プラセボ対照第 2相臨床試験において、重度のアルコール使用障害患者 96名が、

4 つの条件のいずれかに無作為に割り付けられた。1）毎週 3回のケタミン（0.8 mg/kg i.v. 40

分以上）投与と心理療法，2）3回の生理食塩水投与と心理療法，3）3回のケタミン投与とアルコ

ール教育，4）3回の生理食塩水投与とアルコール教育，である。主要アウトカムは、6ヵ月後の

フォローアップにおける自己申告による禁酒日数の割合とアルコール再発の確認であった。 

結果：96 名（女性 35 名，平均年齢 44.07 歳［SD=10.59］）が intention-to-treat 解析に組み入

れられた。治療に対する忍容性は良好であり、試験薬に関連する重篤な有害事象は認められなか

った。信頼区間は概念実証試験と同様に広かったが、6 ヵ月後の追跡調査において、ケタミン群

ではプラセボ群と比較して禁酒日数が有意に多く（平均差=10.1%、95% CI=1.1,19.0 ）、食塩水+

教育群と比較してケタミン+治療群で最も減少した（15.9%、 95% CI=3.8,28.1 ）。ケタミン群と

プラセボ群では再発率に有意差はなかった。 

結論：本研究では，アルコール使用障害患者において，ケタミン 3回注入による治療は忍容性が

高く，6 か月後のフォローアップでは禁酒日数の増加と関連することが示された。また、ケタミ

ン治療と並行して心理療法を追加することにより、有益な効果が得られる可能性が示唆された。 
 


